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この冊子は、病気の診断を受け、ホルモン療法を受けることになった
患者さんとそのご家族に向け、病気のこととお薬のことを理解して
いただき、前向きに治療に取り組んでいただくためのポイントを
解説しています。
お薬を飲みながら、今までと変わらぬ生活を取り戻しましょう。
わからないこと、不安なことがあれば、担当の医師、看護師、薬剤師
にぜひご相談ください。
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前立腺がんは、近年、患者さんの数が急増しています。国立がん研究
センターは、2015年には男性では前立腺がんの患者さんが最も
多くなり、胃がんや肺がん、大腸がんなどを抜くだろうと予測してい
ます※。
これは、検診の普及で初期の前立腺がんを発見できるようになった
こと、高齢の方の人数が増えたこと、食生活が洋風化していること
などが理由であると考えられています。
※国立がん研究センターがん対策情報センター発表　2015年の予測がん罹患数より

国立研究開発法人　国立がん研究センター　がん罹患数推移より作図

前立腺は、男性だけにあり、精液の一部を作る臓器です。膀胱の真下
の尿道を取り囲むように位置しています。
この前立腺の細胞ががん化してしまったものが前立腺がんです。

前立腺がんの特徴

● 60歳以上の男性がかかりやすいがんです。
● 男性ホルモンががん細胞の増殖に関与しています。
● 比較的ゆっくり進行します。
● 初期は自覚症状がほとんどありません。

前立腺がんの患者数 前立腺がんとは
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男性ホルモンが前立腺がんの細胞に作用

前立腺がんが増殖
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